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○町道女川出島線 「出島大橋」 開通！

○令和6年度下半期トピックス

contents

○約13年ぶりに 「仙台-香港線」 運航再開！

令和6年12月19日に出島大橋が開通し、盛大に開通式が執り行われました。
有事の際は「命の道」として防災道路の機能を果たすほか、島民の利便性向上や産業振興が
図られ、女川町全体の活性化が期待されます。

令和6年12月、仙台空港と香港国際空港を結ぶ定期便が約13年ぶりに再開しました。
航空会社3社が新規就航となり、令和7年1月より、週11便で運航しています。



被災建築物応急危険度判定とは、地震災害発生後速やか
に、建築技術者が被災建築物の現地調査を行い、余震等に
よる倒壊や落下危険物等の危険度を判定ステッカーで表示
するもので、二次災害の防止を目的に実施されます。
講習会にて判定の制度や技術について学び、登録申請書
を提出することで、県による登録を受けることができます。
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月

令和6年度

下半期トピックス（R6.10～R7.3）

月

11月15日 みやぎ災害復旧サポート員登録証授与式

12月 東北道路啓開計画【宮城県版 初版】 策定

県民の防災意識向上を目的として、本セミナーを開催し、
70名の方にご参加いただきました。
参加者からは、「防災について再認識することができた」

「できることから備えていきたいと思った」など、多くのご意
見・ご感想をいただきました。

11月20日 宮城県水道DXセミナー

11月19日 国道349号丸森3号トンネル貫通見学会

12月25日 （一）坂本古川線 高倉工区 道路切替

12月17日 3.11伝承・減災プロジェクト
出前講座・パネル展 【岡山県】

12月26日 災害復旧技術専門家登録証伝達式

11月19日 東北震災復興のみらいを語る懇談会

月

月

12～3月 みやぎ建設産業架け橋サロン

東日本大震災の記憶や教訓を後世に伝承し、防災意識の
醸成を図ることを目的とした「3.11伝承・減災プロジェクト」
の一環として、山口県において、東日本大震災時の初動対応、
震災伝承及び教訓を踏まえた復興まちづくり等に関する出
前講座及びパネル展を開催しました。
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1月31日 登米市及び栗原市の水道事業における
安定的な水供給に向けた相互連携協力に
関する協定の締結

月
3

12月19日 3.11伝承・減災プロジェクト
出前講座・パネル展 【兵庫県】

1月23日 宮城県防疫資材倉庫 完成

3月21日 （主）丸森柴田線 坂津田工区 開通式

3月22日 春休み！建物づくりの現場体験会

3月26日 鳴瀬川水系多田川の特定都市河川指定

12月18日 香港航空 就航記念セレモニー

1月17日 香港エクスプレス航空就航記念セレモニー



県、仙台市及び仙台商工会議所等で構成する「仙台国際貿
易港整備利用促進協議会」では、主に首都圏に所在する荷主
企業や船会社等を対象に、仙台港（仙台塩釜港仙台港区）の
更なる利用促進を図るため、セミナーを開催しました。
当日は、１５４社３２０名に参加いただきました。

建設産業を身近に感じていただくために、建設産業関係団
体と連携して「みやぎ建設ふれあいまつり」を開催しました。
会場には、重機展示や高所作業車の乗車体験、ラジコン重
機操作体験等のブースが設けられ、親子連れをはじめとして
約5,000人が来場しました。

「宮城県」及び「福島県」の市町村等水道事業者では、これ
まで個別に実施していた「水道の漏水調査」の共同発注及び
「衛星を活用した効率的な調査
手法」を実施することとし、基本
合意締結式を開催しました。
本取組により、スケールメリッ

トによるコスト削減や業務時間
の短縮が期待できます。

東松島市主催で道の駅「東松島」開業式典が行われました。
道の駅「東松島」は、三陸自動車道の矢本ＰＡ（上り線）に直
結しており、アクセス環境が良好なことが特徴となっており、
地域の方々の憩いの場となるとともに、地域経済の発展と
交流の促進に寄与することが期待されています。

従事者の高齢化と若年入職者の減少により担い手の確保・
育成が喫緊の課題となっている建設業の入職支援・啓発を
目的に、仕事内容や社会的役割、重要性を伝え、職業の理
解・関心の醸成を促進する動画を制作しています。
令和6年度は第3弾として、「設備施工管理篇」「鉄筋工篇」
「測量設計篇」の動画をインターネット上で配信しています。

若柳警察署と築館警察署を統合し、栗原市全域を管轄する
警察署として新設することとなった「栗原警察署」庁舎が2月
28日に完成しました。
防災拠点として、非常時においても警察機能を継続させる

ため、大地震の際、構造体の大きな補修をすることなく建築
物を継続的に使用できることを目標とし、人命の安全確保に
加えて機能確保を図る構造としています。

【構成メンバー】
○宮城県：山元町、蔵王町、川崎町、大衡村、

石巻地方広域水道企業団、宮城県
○福島県：伊達市、いわき市、喜多方市、南相馬市、

泉崎村、福島県



土木・建築・電気・機械の
技術系公務員を目指す方々へ

令和7年4月21日 発行

道路・河川などの公共土木施設（インフラ）
を適切に維持管理する上で、県民の皆様から
の情報提供は、貴重な情報源となっています。
インフラの異常を発見した際は、本アプリで
通報をお願いします！

利用する際には、デジタル身分
証アプリ「ポケットサイン」を
インストールする必要があります。
（登録にはマイナンバーカードを
使用します）

アプリのダウンロード

iPhoneを
ご利用の方

Androidを
ご利用の方

インフラ異常箇所通報アプリ サービス提供中！

県の事業や公共土木施設の魅力、各種イベント情報、

職場体験の様子など、土木部の取組を随時紹介。

土木部公式 Instagram 「ミヤギのドボク」
左のQRコードを読み取って、
ぜひフォローと“いいね”をお願いします！

アカウント名：ミヤギのドボク_宮城県土木部【公式】
ユーザーネーム：MIYAGI_DOBOKU

宮城県土木部土木総務課

〒980-8570
宮城県仙台市青葉区本町3丁目8-1
TEL：022-211-3108
FAX：022-211-3199

仙台・宮城観光
PRキャラクター

むすび丸

仙台塩釜港（石巻港区）耐震強化岸壁整備着工式典を開催しました！

仙台塩釜港では、大規模地震発生時に
おける緊急物資輸送拠点等としての機能
を強化するため、石巻港区雲雀野地区にお
いて、耐震強化岸壁の整備を行っています。
本整備の現地着工にあたり、着工式典を

令和7年1月19日に開催しました。

＜岸壁諸元＞ 水深１２ｍ、延長２４０ｍ
＜整備期間＞ 令和６年度～令和１０年度

・軟弱地盤改良

海底地盤にセメント系

固化材を注入することで

地盤を強固に改良。

・岸壁ケーソンの製作・据付

ケーソンヤードで岸壁の

本体となるケーソン12函を

製作し、整備箇所へ据付。

主 な 工 事

宮城県土木部技術職員採用サイト


